
総合建設業 株式会社松下産業

創 業

設 立

資 本 金

売 上 高

従 業 員 数

本社所在地

事 業 所

関 連 会 社

1959年（昭和34年）11月１日

1964年（昭和39年）12月3日

3億1240万円

193億円（2025.6）

231名（2025.6）

東京都文京区本郷1-34-4

大阪営業所

株式会社 松下産業ホールディングス

株式会社 アーバンアセット研究所

株式会社 松下環境産業

株式会社 武田工務店

株式会社 建設総合サポート

株式会社 鳳明館



The SOHO CORNER D.K.Y
設計：中村拓志 NAP建築設計事務所
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アパルトマンモンパルナス 設計：岡由雨子建築ディザイン

2017年イタリア「A’Design Award」銀賞を受賞
同年ドイツ「German Design Award 2018」Winner賞を受賞
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個人美術館
設計：安藤忠雄建築研究所
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THE KITA
設計：隈研吾建築都市設計事務所



LOTUS HOUSE
設計：隈研吾建築都市設計事務所
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ＡＥＡＪグリーンテラス
公益社団法人日本ｱﾛﾏ環境協会拠点施設
設計：隈研吾建築都市設計事務所

2024年ウッドシティ
TOKYOモデル建築賞

最優秀賞受賞
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清水橋架替工事

施主：文京区



受賞歴

日本対がん協会 朝日がん大賞（2020年/民間で初）

平成28年度 東京都人材育成大賞知事賞
優秀賞

文京区ワーク・ライフ・バランス推進認定企業
（2期連続認定）

平成26年度 東京都がん患者の治療と仕事の両立への
優良な取組を行う企業表彰（優良賞）

健康経営優良法人2025
（中小規模法人部門 ブライト500）



10

日本対がん協会 朝日がん大賞（2020年）



発行：国立がん研究センター
編集：日経ＢＰ社
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がんと共に働くプロジェクト
アドバイザリーボードメンバー



発行：独）労働者健康安全機構
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テキスト作成委員会
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ASEAN・社会保障ハイレベル会合



齋藤朋子
ヒューマンリソースセンター長
■経歴■

1991年 大学卒業後、大手総合商社入社 役員秘書、自動車部品の国内営業事務を経験

その後数社の経験を経て

2007年 株式会社松下産業入社

2013年 ヒューマンリソースセンター立ち上げ

2016年 ヒューマンリソースセンター長

■資格■

特定社会保険労務士、産業カウンセラー、国家資格キャリアコンサルタント、第一種衛生管理者、２級ファイナンシャル
プランナー、宅建士、MBTI認定ユーザー、他

■委員就任実績■

2022年厚生労働省「がん対策推進協議会」委員、2021年厚生労働省 「女性の活躍推進及び両立支援に関する総合的情報
提供検討委員会」 委員 、2020年日本対がん協会「休眠預金活用によるがん患者支援事業」 選定委員 

■登壇実績■

2021～2023年東京都中小企業振興公社「メンタルヘルスリーダー養成講座」、2021年NHK福祉ビデオシリーズ「あなた
にも知ってほしいがんのこと」、2021年ジャパンキャンサーフォーラム、2019年JILPT「労働政策フォーラム」、 2019
年日本臨床腫瘍学会学術集会、2018年日本産業カウンセリング学会 「第23回 (国際 )大会」 ラウンドテーブル、2017年東
京労働局「雇用管理セミナー」、2017～2025年東京都中小建設業協会主催新入社員研修、他
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発注者

設計事務所

ゼネコン

専門工事業者

技能工

設計
（ニーズに合った建物の計画）

施工管理
（工事全体の指揮）

施工
ex.）躯体工事

            設備工事
内装工事
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ゼネコンの役割



出典：一般社団法人建設業振興基金ホームページより
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当 社 職 員

専門工事業者

施工体系図（抜粋）

一つの工事に関わる施工業者の
分担関係を示した図

※この工事では同様の図が30ページに及ぶ
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ニーズライフ＆キャリア
に関するニーズ

生活・将来の

安定

心身の健康
人として・技術者

としての成長

マネープラン
確定拠出年金

育児・介護等
との両立

資格取得
（支援）

配属
ローテーション

キャリア

人事評価
研修教育
（体制）

労働時間
睡眠・食事

メンタルヘルス
がん（家族も）

安定雇用
安定収入

19

社員の関心事・悩み
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• 役員やライン外の役職者との個人面談

• コミュニケーションをテーマにした研修

• ファミリーデー

良好な

人間関係

• 社会貢献への実感

•成長実感
やりがい

多様な価値観の尊重
≒相談しやすさ

≒社員満足度の向上

四方よし

顧客

会社

社員

株主

地域

環境

協力会社

・「四方よし」の基本は顧客満足、
それをつくり出す「源泉は社員」

・社員の満足と安心なしには、会社経営は成り立たない

・社員の最大関心のひとつは心身の健康

・これを解決することが、四方よし（顧客/社員/地域・環境/協力
会社）に一番結びつくものだから

すべての前提として

それは四方よしを実現するため



守秘と解決糸口が欲しい

不満を漏ら

した後の処

遇不安

専門性の

不足

セクショナ

リズム

今の仕組み
では無理
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ヒューマンリソースセンターの設立



23

• 技術研修、資格取得奨学金、個人カルテ、年代別キャリア研修

キャリアを積む

• 誕生～小学校～中学卒業までライフイベントに合わせた実効性のあるお祝い金

• 不登校の子どもを抱える社員の両立支援

結婚・子育て

• 産業医や家族と連携しながら闘病生活を支える

病気（がん、脳血管障害など）、メンタルヘルス

• 家族も参加可能なセミナー、認知症防止セミナー、相談窓口、柔軟な勤務体制

家族の介護

• マネープラン無料相談、仕事とスローライフの実現

リタイアメント・セカンドライフ

人生全体を支えるHRC



過去10年間のうち

健康診断でがんが見つかり、
就労継続した従業員 

15人

現在もがんと診断されても

就業継続している従業員

9人

15人中14人が病名を開示して
会社の支援を求めた

24

病気との両立支援



①まず本人と話す

病院・自宅に駆けつけ

本人･家族の要望・希望を

ヒアリング

②主治医・産業医・

専門家との連携

③治療を支える

家族もサポート ⑥会社とのつながり、

存在意義を感じてもら

う

④社内制度、

公的支援の周知

病気の理解促進

⑤日ごろの情報収集
とニーズの把握
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「病気になった」

「入院することになった」

社員から連絡があったらまず直接本人と会って話す

病院・自宅へ駆けつける

今後の見込み、業務の引継ぎを行う

本人、ご家族の要望・希望をヒアリング
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①まず直接、本人・家族と話す



産業医との連携

現場の巡視

イメージと実際の差を感じてもらう

デスクワークとの比重、安全管理体制

工事現場の足場など危険箇所の把握など

産業保健師との連携

健康指導、禁煙指導など、産業医のフォロー

主治医面談に同席

現在の状況、今後の見込みなど専門家として家族をフォロー

各種専門家との連携

日本対がん協会がん相談ホットライン、がん相談支援センター

地域産業保健センター、社労士、ファイナンシャルプランナーなど
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②主治医・産業医・専門家との連携



ファミリーデーの開催、家族との交流
28

③治療を支える家族もサポート



患者と家族宛に療養時相談窓口等案内文書配布

在宅勤務制度や柔軟な勤務体制

GLTD（団体長期障害所得補償保険）

がん検診実施（35歳以上人間ドック＋オプション検査）、２次検査フォロー

社会保険制度

がんや病気に関わるライブラリーの設置

社内イントラネットや社内報に闘病記を掲載

禁煙外来費用の助成
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④社内制度・公的支援の周知・病気の理解促進



「療養期間に入る○○さんへ

安心して療養に専念できるよう、療養中の手続きや職場復帰時の流
れを説明する資料です」

「ご家族にも共有をお願いします」

・連絡窓口：給与、保険、職場復帰、面談、病気のこと

・社外の相談窓口：連携病院や無料相談機関

・療養にあたっての留意点や職場復帰の流れ など
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療養時相談窓口＆留意点等の案内
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ヒューマンリソースセンター

→あらゆる相談をワンストップで行う

ラインを超えた個人面談を年２回実施

→ニーズを制度に生かす、盛り込む

健診2次検査報告書提出・保健師フォロー面談

配偶者の健康管理の必要性

32

⑤日ごろの情報収集とニーズ把握
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全従業員個人面談の流れ

逆指名

募集

事前

アン

ケート

役員会で

アンケート

チェック・

回答検討

面談者へ

役員の回答

を伝える

面談

全面談

内容を

記録

役員会で

記録チェッ

ク・回答を

検討

従業員

ひとり

一人へ

返答
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アンケートフォーム
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⑥会社とのつながり、存在意義を感じてもらう



病気に対する

知識不足

主治医へ

うまく聞けない

仕事を

続けられるか

相談先が

わからない

将来への

不安

経済的

不安

患者の悩み

36

患者の悩み



病気に対する

正しい情報

主治医との

関係構築

仕事との

両立支援

なんでも

相談できる

将来への

見通し

経済的負担

軽減支援

ヒューマン
リソースセンター
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HRCが目指す機能



・確定診断前の一番不安な時期と病院選びから

支援が始まる

・正しい情報、豊富な経験の蓄積

玉石混交の情報を選別できる知識を持つ

・社員や家族が何を必要としているかを対面で聴く

できなければ電話で会話する

・社員や家族を孤立させない、伴走することを約束する

・相談窓口として機能するために

適切な専門家を探し出し、連携をする

・患者力を高める手伝い

狭くなりがちな視野に多角的視点を付与する
38

HRCが大切にしていること



・組織構成上、あえてラインからはずして

実質的な権限を付与

・社外専門家から得た

ノウハウやデータが一元的に

蓄積され、さらに両立支援の

質と対応力が高まっていく

39

ワンストップだからこそ



・中小企業でもできることはある

家族ぐるみの付き合いから生まれる連携・支援

・社内リソースが足りないと感じるなら・・・

社外の専門家に頼ることも必要

40

中小企業でもできること
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社内への啓発活動

• メール機能 治療計画・治療状況を共有し、社内がん教育

• リンク集 がん情報サイト掲載

グループウエアの活用

• 闘病記、がんに関する情報提供

社内報の活用

• がんサバイバーの方との触れ合い

治療と仕事の両立支援事業 りぼら

• 経営層がワークショップ参加

がんボードゲーム



・「人が採れない」と嘆くより、既存の社員に安定した雇用を確保し、

安心を保証することほうが大切

・退職によって、会社の大切な「技術力やノウハウ」という資産を手放してし
まうことは、経営の根幹が揺るぎかねない

・両立支援には「明日は我が身」と思い合える風土づくり

・年齢、性別等にかかわらず、意欲ある者に役割を与え、登用する

・まずは、小さなことから始めてみる（例：ファミリーデー）

42

まとめ 中小企業にとって
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